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被害をもたらした降雨と被害をもたらした降雨と
災害地の地質の特徴災害地の地質の特徴

復建調査設計㈱復建調査設計㈱ 中井真司中井真司

平成22年7月豪雨災害調査報告会
－広島県庄原市土砂災害現地調査－

平成22年9月30日

20102010年年77月月1616日日 庄原災害の降雨概要庄原災害の降雨概要

77月月1616日日1515時～時～1818時にかけての時にかけての集中豪雨集中豪雨。。

中国地方では中国地方では77月月1212日からかなりの雨が降り、日からかなりの雨が降り、
既に河川氾濫や土砂災害が発生していた既に河川氾濫や土砂災害が発生していた

大戸観測所では大戸観測所では最大最大91mm91mm//hh，，1173mm73mm/3h/3hのの
未曾有の降雨量が記録された。未曾有の降雨量が記録された。

⇒⇒死者死者11名，全壊名，全壊1212棟，半壊棟，半壊1111棟という大被害棟という大被害

・被災地は約5km四方の範囲に限られている。
・崩壊が多発した箇所は約3km四方の範囲に集中。
・この狭い範囲内で、ほぼ同時に200箇所以上の崩壊が発生。

被害は狭い範囲に集中

被災翌日の状況（7月17日）
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気象庁による梅雨明けは気象庁による梅雨明けは77月月1717日ごろ日ごろとされているが、とされているが、77月月1616日時点で梅雨日時点で梅雨

前線は北東に移動し、中国地方の上空に梅雨前線は分布していなかった。前線は北東に移動し、中国地方の上空に梅雨前線は分布していなかった。

↓↓ 77月月1616日日1818時の天気図時の天気図

↑↑ 77月月1414日日99時の天気図時の天気図

77月月1616日の天気図日の天気図 最大１時間雨量の分布最大１時間雨量の分布

この付近に集中

短時間に狭いエリア

ゲリラ豪雨的な集中豪雨

気象庁レーダー観測データ気象庁レーダー観測データ

被災地被災地

被災地

被災地

被災地

被災地

被災地

7/16 15:00 7/16 15:30 7/16 16:00

7/16 16:30
7/16 17:00

7/16 17:30

7/16 18:00
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77月月11日からの大戸観測所の雨量日からの大戸観測所の雨量

梅雨前線による降雨が先行降雨となった

降り始めに既に先行降
雨の影響あり

降り始めに既に先行降
雨の影響あり

雨量指標R'
先行降雨と実況降雨の両方の影響を単一
化した指標で、広島付近の花崗岩地域の事
例ではR'≧250mm程度で土石流が起こり

始める傾向がある。

17：00頃から

土石流が頻発

7/16 15:00 7/16 16:00

7/16 17:00 7/16 18:00

降り始め前に
R’＞50mm

17:00時点で一部
R’＞350mm

最終的にR’は
470.9mmまで上昇

16:00時点で
R’＞250mm

雨量指標雨量指標R'R'
中国地方の既往災害時の中国地方の既往災害時のR'R'

112.0 mm288.5 mm440.1 mmH21.7防府豪雨災害
アメダス山口 2009.7.21 12:00

95.6 mm291.1 mm408.5 mmH21.7防府豪雨災害
アメダス防府 2009.7.21 12:00

105.0 mm303.4 mm437.2 mmH11広島県西部災害
魚切ダム（広島県） 1999.6.29 16:00

115.6 mm248.9 mm415.7 mmH11広島県西部災害
アメダス呉 1999.6.29 17:00

117.6 mm262.4 mm430.1 mmS63広島北西部災害
アメダス加計 1988.7.21 4:00

100.0 mm295.5 mm421.1 mmS42呉豪雨災害
呉観測所（気象庁） 1967.7.9 18:00

短期実効雨量
rw (T=1.5h)

長期実効雨量
Rw (T=72h)雨量指標 R'

大規模災害は大規模災害はＲ’Ｒ’＞＞400mm400mmで発生しているで発生している
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被災範囲と観測所被災範囲と観測所

被災地中心部では、記録
に残っている以上の雨が
降った可能性がある。

降雨特性のまとめ降雨特性のまとめ

梅雨前線による先行降雨梅雨前線による先行降雨の後に降ったの後に降ったゲリラ豪雨ゲリラ豪雨でで
あった。あった。

強い雨域は強い雨域は5km5km四方四方の大変狭い範囲であった。の大変狭い範囲であった。

被災範囲では被災範囲では３時間程度の豪雨が継続３時間程度の豪雨が継続した。した。

降り始め時で、すでに降り始め時で、すでに7272時間半減の時間半減の実効雨量で実効雨量で
130mm130mm，，R'R'でで90mm90mmの先行降雨の影響の先行降雨の影響があった。があった。

R'R'を指標とすると、中国地方のを指標とすると、中国地方のかつての大災害時とかつての大災害時と

同等以上の降雨同等以上の降雨であったといえる。であったといえる。

もっとも被害が大きかった地区では、もっとも被害が大きかった地区では、記録に残ってい記録に残ってい
るよりもさらに大きな雨であった可能性るよりもさらに大きな雨であった可能性も高い。も高い。

庄原災害庄原災害 被災地の地質概要被災地の地質概要

基盤岩は白亜紀の基盤岩は白亜紀の高田流紋岩類高田流紋岩類（～吉舎安（～吉舎安
山岩類）。山岩類）。

一部、上位に一部、上位に備北層群（第三紀層）備北層群（第三紀層）が分布。が分布。

地表に広く、地表に広く、黒ボク黒ボクが分布。が分布。

（谷部にも黒ボク起源の２次堆積物が分布）（谷部にも黒ボク起源の２次堆積物が分布）

流紋岩類は破砕・変質した部分も多く、断層露流紋岩類は破砕・変質した部分も多く、断層露
頭も確認される。頭も確認される。

被災地北部には、ロウ石鉱山がある。被災地北部には、ロウ石鉱山がある。

地質調査所地質調査所1/201/20万地質図より抜粋万地質図より抜粋

地質図に記載はないが、
篠堂集落付近にＢｓが分布

周辺の地質図 Ｂｓ：備北層群
Ｋｔ：高田流紋岩類
Ｋｋ：吉舎安山岩類
Ｋgd：深成岩類
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谷筋の流紋岩（硬質岩だが亀裂多い）谷筋の流紋岩（硬質岩だが亀裂多い） 流紋岩の礫状風化帯流紋岩の礫状風化帯

流紋岩の土砂状風化帯流紋岩の土砂状風化帯 谷筋に見られる破砕帯谷筋に見られる破砕帯

備北層郡の泥岩（流紋岩との接触部）備北層郡の泥岩（流紋岩との接触部）

備北層郡の礫岩（流紋岩との接触部）備北層郡の礫岩（流紋岩との接触部）

備北層郡の砂岩（崩壊地の露頭）備北層郡の砂岩（崩壊地の露頭）

礫岩の近景（ロウ石礫を混入する）礫岩の近景（ロウ石礫を混入する）

黒ボク黒ボク 黒ボク起源の２次堆積物黒ボク起源の２次堆積物

流紋岩と第三紀層の接触部流紋岩と第三紀層の接触部流紋岩と第三紀層の接触部流紋岩と第三紀層の接触部 第三紀層の強風化帯第三紀層の強風化帯

地層境界の地下水が誘因と考えられる崩壊地層境界の地下水が誘因と考えられる崩壊黒ボクを主体とした表土の崩壊黒ボクを主体とした表土の崩壊

表土が崩壊して流下したケース表土が崩壊して流下したケース 崖錐および流紋岩の強風化帯の崩壊崖錐および流紋岩の強風化帯の崩壊
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土砂流下時の破壊力はさほど大きくなかったが、土砂流下時の破壊力はさほど大きくなかったが、

その後の大量の水により侵食されたと考えられるその後の大量の水により侵食されたと考えられる
土石流化した谷の出口付近土石流化した谷の出口付近

１ｍを超えるような巨礫は少ない１ｍを超えるような巨礫は少ない

道路改良時に地すべりが発生し応急対策道路改良時に地すべりが発生し応急対策

された斜面（今回は大きく変動していない）された斜面（今回は大きく変動していない）
先大戸の集落を埋め尽くした土砂先大戸の集落を埋め尽くした土砂
黒ボクや風化土起源の泥状の堆積物黒ボクや風化土起源の泥状の堆積物

Kan

Oya

Kab

Kwa-1

Kwa-2

Nan

Tkm

土地分類基本調査土地分類基本調査1/51/5万「庄原」土壌図より抜粋万「庄原」土壌図より抜粋

砂土 ：粘土分が ～12.5％
砂壌土： 〃 12.5 ～25％
壌土 ： 〃 25 ～37.5％
埴壌土： 〃 37.5 ～50％
埴土 ： 〃 50％ ～

周辺の表土 Kwa-1：川北１統(乾性褐色森林土壌) ⇒やや埴質
Kwa-2：川北２統(褐色森林土壌) ⇒壌土
Nan：七塚原統(黒ボク土壌) ⇒斜面の中腹以上に分布する黒ボク
Oya：大屋統(厚層黒ボク土壌)⇒緩斜面,平坦部,谷頭に広く分布

崩積性のもの多い,土性は微砂質
Tkm：高松統(層厚腐食質多湿黒ボク土壌)⇒腐食火山灰からなる

沖積性の土壌,壌質
Kab：鹿畑統(表層腐食質多湿黒ボク土壌)⇒礫を含む場合もある

再積性土壌,土層は酸化的
Kan：金田統(細粒灰色低地土壌) ⇒粘質の沖積水田土壌

被災地周辺の表土は
花崗岩地帯と比べると
細粒土壌からなる

花崗岩地帯と比べると・・・

ＨＨ1717 宮島の土石流（広島県）宮島の土石流（広島県）

ＨＨ2121 防府の土石流（山口県）防府の土石流（山口県）

○花崗岩域では、大量の巨礫＋砂質土の土石流をよく見る。○花崗岩域では、大量の巨礫＋砂質土の土石流をよく見る。
○今回の土石流は巨礫は少なく、泥状の土砂が下流まで押し○今回の土石流は巨礫は少なく、泥状の土砂が下流まで押し
流された。流された。
⇒⇒ 斜面の風化形態にも起因していると考えられる斜面の風化形態にも起因していると考えられる

地質特性のまとめ地質特性のまとめ
流紋岩（～安山岩）類流紋岩（～安山岩）類、、第三紀層の泥岩・砂岩・礫岩第三紀層の泥岩・砂岩・礫岩、これら起、これら起
源の源の崖錐崖錐、および、および黒ボク黒ボク主体の表土が分布する。主体の表土が分布する。

流紋岩類流紋岩類は亀裂に富み、は亀裂に富み、礫状～土砂状に強風化礫状～土砂状に強風化している部分している部分
も多い。また、谷筋には破砕帯も確認された。も多い。また、谷筋には破砕帯も確認された。
第三紀層は第三紀層は地質図に示された部分以外にも多くの場所で確認地質図に示された部分以外にも多くの場所で確認
され、され、広く分布している広く分布しているものと考えられる。ものと考えられる。

土石流の原因になったものも含め、崩壊は土石流の原因になったものも含め、崩壊は地山の強風化帯や地山の強風化帯や
崖錐、表土崖錐、表土で発生しており、いずれもで発生しており、いずれも表層崩壊が主体表層崩壊が主体である。である。
地質境界がミズミチ地質境界がミズミチとなり、これに沿った地下水が崩壊の誘因となり、これに沿った地下水が崩壊の誘因
となっている箇所も確認された。となっている箇所も確認された。
地質に起因して、被災地の地質に起因して、被災地の地表は比較的細粒の土壌地表は比較的細粒の土壌に覆われに覆われ
ている。ている。

発生した土石流は発生した土石流は巨礫は比較的少なく、泥状の土砂巨礫は比較的少なく、泥状の土砂が目立つ。が目立つ。
流出土砂は水かさの増した河川と合流流出土砂は水かさの増した河川と合流して流下している。して流下している。
このことは、このことは、地山の風化形態地山の風化形態と関係しているものと考えられる。と関係しているものと考えられる。

以上、ご清聴ありがとうございました。以上、ご清聴ありがとうございました。


